
P.2

P.3

P.7

P.9

　天気が心配でしたが、無事に田植
え体験を行うことができました。
　当日はたくさんの親子が参加し、
泥まみれになりながらも、丁寧に苗
を植えていました。
　みんなで植えた苗が大きく育ち、
１1月の稲刈り体験でたくさんのお米
を収穫できることが今から待ち遠し
いですね。

P.6~ 

一般質問

10人が
市政を問う

一般質問

PFASの除去
新対策を令和8年度に

議案概要

補足給付金
定額減税しきれない方へ

液状化対策
水道管・マンホール更新

ごみ出しルール
外国人市民への周知

委員会審査

一般質問

一般質問

P.8

　　議会の傍聴しやすい環境を整備　　議会の傍聴しやすい環境を整備
　　　（関連ページは 4 ページ・裏表紙）　　　（関連ページは 4 ページ・裏表紙）

P.6
一般質問

今　号　の　表　紙 
親子で田植え体験

大塚山のり面
地質に応じた対策工事

不登校支援
学校以外の場との連携

市議会だより
かかみがはら

３月 ６月 ９月 12 月
No.195

令和 6 年 6 月定例会
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予
算
に
関
す
る
議
案

そ
の
他
の
議
案

議案概要
令和6年6月定例会

定例会を 6 月 3 日から 27 日までの 25 日間開催し、令和 6 年度一般会計補正予算
をはじめとする 25 案件を審議しました。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
当
面
の
行
政
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、
歳
入
歳
出
予
算
な
ど
の
補
正
を

行
う
も
の
で
、
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の

▼
定
額
減
税
補
足
給
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
給
付
事
業
費

　
令
和
６
年
度
税
制
改
正
に
よ
る
定

額
減
税
に
お
い
て
、
減
税
し
き
れ
な

い
方
に
支
給
す
る
補
足
給
付
金
に
不

足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
必
要
な
経

費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
４
億
１
８
０
０
万
円

▼
常
備
消
防
施
設
整
備
費

　
西
部
方
面
消
防
署
に
女
性
消
防
士

を
配
属
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

女
性
専
用
の
浴
室
な
ど
を
改
修
す
る

た
め
、
必
要
な
経
費
を
増
額
す
る
も

の
で
す
。　
　
　
３
０
７
万
２
千
円

▼
小
学
校
建
設
事
業
費

　
令
和
７
年
度
に
体
育
館
の
空
調
設

備
整
備
工
事
を
実
施
す
る
５
校
の
工

事
設
計
委
託
に
係
る
経
費
を
増
額
す

る
も
の
で
す
。
１
１
０
０
万
４
千
円

教
育
長
の
任
命

　
教
育
長
加
藤
壽
志
氏
の
任
期
が
令

和
６
年
７
月
12
日
に
満
了
す
る
た
め
、

そ
の
後
任
に
丹に

わ
あ
き
ら

羽
章
氏
を
任
命
す
る

も
の
で
す
。

財
産
の
取
得

▼
新
特
別
支
援
学
校
の
椅
子
や
机
、

ロ
ッ
カ
ー
な
ど
の
什じ

ゅ
う
き器

備
品
を
随
意

契
約
に
よ
り
、
８
９
０
７
万
６
５
７

０
円
で
㈲
富
田
文
溪
堂
各
務
原
支
店

か
ら
取
得
す
る
も
の
で
す
。

▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
シ
ス
テ
ム

食
器
・
ト
レ
ー
洗
浄
機
を
一
般
競
争

開校に向け工事が進む新特別支援学校

入
札
に
よ
り
、
４
１
５
８
万
円
で
岐

阜
ア
イ
ホ
ー
調
理
機
㈱
か
ら
取
得
す

る
も
の
で
す
。

▼
川
島
分
署
に
配
備
し
て
い
る
車
両

を
更
新
す
る
た
め
、
高
規
格
救
急
自

動
車
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、
３

５
２
３
万
９
９
６
０
円
で
岐
阜
ト
ヨ

タ
自
動
車
㈱
各
務
原
店
か
ら
取
得
す

る
も
の
で
す
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
（
Ⅱ

型
）
整
備
工
事
を
一
般
競
争
入
札
に

よ
り
、
６
億
７
６
５
０
万
円
で
中
央

電
子
光
学
㈱
と
契
約
を
締
結
す
る
も

の
で
す
。

市
議
会
委
員
会
条
例
・

　
　
　
　
　
会
議
規
則
の
一
部
改
正

　
地
方
自
治
法
の
改
正
を
受
け
、
書

面
な
ど
を
前
提
と
し
て
い
る
手
続
き

に
つ
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
を
可

能
と
す
る
も
の
で
す
。

市
議
会
傍
聴
規
則
の
一
部
改
正

　
委
員
会
の
傍
聴
に
関
す
る
規
定
を

新
た
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
体
調

管
理
の
た
め
に
傍
聴
席
で
の
水
分
補

給
を
可
能
と
す
る
な
ど
、
傍
聴
し
や

す
い
環
境
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。
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令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
大
塚
山
緑
地
法
面
対
策
事
業

　
に
係
る
土
質
調
査
の
結
果
は
。

　
全
体
が
チ
ャ
ー
ト
も
し
く
は

　
珪け

い
し
つ
で
い
が
ん

質
泥
岩
と
い
う
地
層
で
覆

わ
れ
て
お
り
、
表
層
の
３
か
ら
５
ｍ

に
か
け
て
緩
い
地
層
が
分
布
し
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
緩
い
地
層
に
対
す
る
具
体
的

　
な
工
事
内
容
は
。

　
７
か
ら
16
ｍ
ほ
ど
の
ア
ン
カ

　
ー
を
使
い
、
の
り
面
の
滑
り

力
を
抑
え
る
た
め
、
よ
り
深
く
に
あ

る
地
層
か
ら
引
っ
張
り
斜
面
を
安
定

さ
せ
る
工
事
を
行
う
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
里
山
林
整
備
事
業
補
助
金
を

　
活
用
し
、
鵜
沼
宝
積
寺
町
地

内
の
倒
木
の
危
険
性
が
あ
る
樹
木
を

除
去
す
る
が
、
作
業
の
予
定
は
。

　
令
和
６
年
９
月
か
ら
令
和
７

　
年
１
月
に
か
け
て
、
高
所
作

業
車
を
入
れ
て
作
業
を
行
う
予
定
で

あ
る
が
、
実
質
的
な
作
業
期
間
と
し

て
は
も
っ
と
短
く
な
る
と
想
定
し
て

い
る
。

　
里
山
林
整
備
事
業
は
県
の
補

　
助
事
業
で
あ
る
が
、
採
択
さ

れ
る
条
件
は
。　

　
各
務
原
市
森
林
整
備
計
画
が

　
あ
り
、
こ
の
計
画
に
入
っ
て

い
る
森
林
の
中
で
、
民
家
に
隣
接
し
、

か
つ
林
縁
か
ら
30
ｍ
以
内
の
木
や
10

ｍ
以
上
の
高
木
で
危
険
な
も
の
な
ど

を
対
象
と
し
て
い
る
。　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
小
中
学
校
体
育
館
空
調
設
備

　
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
採
用

す
る
エ
ア
コ
ン
の
方
式
は
。

　
コ
ス
ト
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
、

　
供
給
継
続
性
、
災
害
対
応
な

ど
を
比
較
検
討
し
、
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

を
使
い
空
調
を
行
う
、
電
源
自
立
型

の
Ｇ
Ｈ
Ｐ
（
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
）

マ
ル
チ
方
式
を
選
定
し
た
。

　
全
小
中
学
校
へ
の
整
備
で
事

　
業
費
は
い
く
ら
を
見
込
む
か
。

　
物
価
高
や
、
他
自
治
体
で
も

　
電
源
自
立
型
の
空
調
設
備
を

採
用
す
る
こ
と
に
よ
る
品
薄
な
ど
で

工
事
費
が
上
昇
し
て
い
る
が
、
現
時

点
で
は
全
体
で
16
億
か
ら
17
億
円
程

度
と
見
込
ん
で
い
る
。　

　
工
事
に
よ
る
学
校
へ
の
影
響

　
は
あ
る
か
。

　
３
カ
月
か
ら
４
カ
月
の
工
事

　
期
間
の
う
ち
、
１
カ
月
半
程

度
は
体
育
館
を
使
用
で
き
な
く
な
る
。

　
小
学
校
は
夏
休
み
期
間
中
に
設
置

工
事
を
行
う
予
定
だ
が
、
中
学
校
は

夏
休
み
に
部
活
動
な
ど
が
あ
る
た
め
、

冬
の
間
に
、
卒
業
式
に
は
間
に
合
う

よ
う
工
事
を
行
う
考
え
で
あ
る
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
定
額
減
税
補
足
給
付
金
の
給

　
付
額
が
不
足
す
る
理
由
は
。

　
当
初
予
算
で
は
、
減
税
が
な

　
い
方
は
給
付
が
な
い
も
の
と

し
て
い
た
が
、
国
か
ら
詳
細
が
示
さ

れ
、
所
得
税
ま
た
は
住
民
税
に
お
い

て
減
税
が
あ
る
方
は
、
減
税
が
な
い

税
目
に
つ
い
て
も
支
給
す
る
こ
と
と

な
っ
た
た
め
、
予
算
の
不
足
が
見
込

ま
れ
る
。

　
給
付
金
の
対
象
者
数
と
支
給

　
時
期
は
。

　
対
象
は
約
７
千
人
で
、
支
給

　
は
９
月
頃
を
想
定
し
て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
自
己
負
担

を
い
く
ら
と
見
込
む
か
。

　
定
期
接
種
の
方
に
は
２
千
円

　
の
自
己
負
担
を
考
え
て
い
る
。

委
員
会
審
査

議
案
を
分
野
別
に
４
つ
の
委
員
会
に
分
け
、
詳
し
く
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

議
案
を
分
野
別
に
４
つ
の
委
員
会
に
分
け
、
詳
し
く
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

各
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

各
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会

経
済
教
育
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

崩落防止工事を行う大塚山緑地（新鵜沼台７丁目付近）
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議案等
の種類

議決
結果

政和クラブ 颯清会 公明※ 共産※ みらい※ 無会派
井
戸
田  

直
人

塚
原  

甫

小
島  

博
彦

指
宿  

真
弓

瀬
川  

利
生

仙
石  

浅
善

坂
澤  

博
光

川
嶋  

一
生

足
立  

孝
夫

川
瀬  

勝
秀

大
竹  

大
輔

岩
田  

紀
正

池
戸  

一
成

黒
田  

昌
弘

五
十
川  

玲
子

横
山  

富
士
雄

永
冶  
明
子

波
多
野
こ
う
め

古
川  

明
美

杉
山  

元
則

水
野  

岳
男

吉
岡  

健

補正予算 令和 6 年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第 1 号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇
財　産 財産の取得（新特別支援学校什器備品） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇

その他 岐阜県後期高齢者医療広域連合の処理する事務及び岐阜県後期高齢者医療広域連合規約
の変更 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇

請　願
小・中学校等における PFAS 対策用の浄水器の再設置と増設を求める請願 不採択 × × × × × × × ー × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 × ×
選択的夫婦別姓制度の法制化を求める国への意見書提出の請願 不採択 × × × × × × × ー × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

〇…賛成　×…反対

※公明…市議会公明党／共産…日本共産党各務原市議会議員団／みらい…市民派・チームみらい※公明…市議会公明党／共産…日本共産党各務原市議会議員団／みらい…市民派・チームみらい
　　　　　　　　　　議長は表決に加わらないため「ー」で表記しています。議長は表決に加わらないため「ー」で表記しています。

かかみがはら市議会だより　第 195 号

　難聴の方でも音声をより鮮明に聞
くことができる、ヒアリングループ
専用受信機の無料貸し出しを開始し
ました。
　本会議を傍聴する際にお使いいた
だくことができ、使用方法は受信機
のイヤホンを耳にあてるだけです。
　先着順で２人の方にお貸しします。
　貸し出しを希望される方は、本会
議当日に傍聴受付までお申し出くだ
さい。

※ヒアリングループとは
　本会議場の床下に敷設されている「ループアンテナ」から音の信号をヒアリン
グループ専用受信機が受信することで、聞きたい音を鮮明に聞くことが可能とな
ります。
　なお、T コイル付補聴器や人工内耳をご利用の方は、お使いの補聴器、人工内
耳のスイッチを「T モード」に切り替えることで、同様に音声をより鮮明に聞く
ことができます。

傍聴用ヒアリングループ受信機の貸し出しについて

ヒアリングループ専用受信機

４



議案等
の種類

議決
結果

政和クラブ 颯清会 公明※ 共産※ みらい※ 無会派
井
戸
田  

直
人

塚
原  

甫

小
島  

博
彦

指
宿  

真
弓

瀬
川  

利
生

仙
石  

浅
善

坂
澤  

博
光

川
嶋  

一
生

足
立  

孝
夫

川
瀬  

勝
秀

大
竹  

大
輔

岩
田  

紀
正

池
戸  

一
成

黒
田  

昌
弘

五
十
川  

玲
子

横
山  

富
士
雄

永
冶  

明
子

波
多
野
こ
う
め

古
川  

明
美

杉
山  

元
則

水
野  

岳
男

吉
岡  

健

補正予算 令和 6 年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第 1 号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇
財　産 財産の取得（新特別支援学校什器備品） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇

その他 岐阜県後期高齢者医療広域連合の処理する事務及び岐阜県後期高齢者医療広域連合規約
の変更 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇

請　願
小・中学校等における PFAS 対策用の浄水器の再設置と増設を求める請願 不採択 × × × × × × × ー × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 × ×
選択的夫婦別姓制度の法制化を求める国への意見書提出の請願 不採択 × × × × × × × ー × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

■ 賛成全員で承認・可決・同意された議案等
議案等
の種類 案件名

専決処分 専決処分の承認（市税条例の一部を改正する条例）

補正予算

令和 6 年度一般会計補正予算（第 1 号）
　　　　　　〃　　　　　　  （第 2 号）　 
　　　　　　〃　　　　　　  （第 3 号）　 
令和 6 年度介護保険事業特別会計補正予算（第 1 号）

条　例

市税条例の一部を改正する条例
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する
条例

契　約 工事請負契約の締結（高機能消防指令センター（Ⅱ型）整備工事）

人　事
教育長の任命（丹羽章氏）
教育委員会委員の任命（松原裕子氏）

財　産
財産の取得（消防救急デジタル無線部分更新機器）
　　〃　    （高規格救急自動車（川島分署））
　　〃　    （学校給食センターシステム食器・トレー洗浄機）

その他
市道路線の認定（市道川 1394 号線）
市道路線の廃止及び認定（市道鵜 1066 号線）

議員提案
市議会委員会条例の一部を改正する条例
市議会会議規則の一部を改正する規則
市議会傍聴規則の一部を改正する規則

令和6年6月定例会令和6年6月定例会

■ 賛否が分かれた議案等

審議の結果審議の結果 議案等の審議の結果は以下のとおりです。

※公明…市議会公明党／共産…日本共産党各務原市議会議員団／みらい…市民派・チームみらい※公明…市議会公明党／共産…日本共産党各務原市議会議員団／みらい…市民派・チームみらい
　　　　　　　　　　議長は表決に加わらないため「ー」で表記しています。議長は表決に加わらないため「ー」で表記しています。

案件名
会派名・所属議員名

かかみがはら市議会だより　第 195 号

■ 継続審査となった議案等
議案等
の種類 案件名

議員提案 市議会ハラスメント防止条例
※「総務常任委員会にて引き続き審査すること」が本会議において賛成多数で決まりました。※「総務常任委員会にて引き続き審査すること」が本会議において賛成多数で決まりました。

５
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三
井
水
源
地
水
道
水
の
Ｐ
Ｆ

　
Ａ
Ｓ
濃
度
の
状
況
は
。

　
活
性
炭
に
通
す
前
と
通
し
た

　
後
の
水
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
濃
度
を
、

１
週
間
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
検
査
し

て
い
る
。

　
活
性
炭
に
通
し
た
後
の
水
の
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
濃
度
は
、
暫
定
目
標
値
１
リ
ッ

ト
ル
当
た
り
50
ナ
ノ
グ
ラ
ム
以
下
に

対
し
て
、
直
近
３
カ
月
で
は
、
７
か

ら
18
ナ
ノ
グ
ラ
ム
で
推
移
し
て
い
る
。

　
三
井
水
源
地
に
お
け
る
Ｐ
Ｆ

　
Ａ
Ｓ
除
去
の
た
め
の
本
格
設

備
の
進
捗
状
況
は
。　

　
民
間
企
業
に
よ
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

　
処
理
技
術
に
関
す
る
性
能
試

験
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
試
験
途
中

で
は
あ
る
が
、
ろ
過
で
用
い
る
素
材

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
曝
気
槽
で
使

三
井
水
源
地
水
道
水
の
現
状
と
今
後
の
対
策
は

安
全
な
水
を
提
供
す
る
た
め
に

用
し
て
い
る
粒
状
活
性
炭
と
比
べ
て
、

格
段
に
寿
命
の
長
い
も
の
や
、
除
去

性
能
の
高
い
も
の
が
確
認
さ
れ
始
め

て
い
る
。

　
ま
た
、
水
質
改
善
対
策
の
立
案
に

向
け
て
、
専
門
家
か
ら
幅
広
く
意
見

を
聴
取
す
る
た
め
、
６
月
29
日
に
は

水
質
改
善
対
策
委
員
会
を
開
催
す
る
。

　
新
た
な
対
策
を
令
和
８
年
度
に
完

了
さ
せ
る
た
め
、
今
年
中
に
一
定
の

方
向
性
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
推
進
す
る
。

　
新
た
な
水
源
地
の
開
発
へ
の

　
調
査
の
進
捗
状
況
は
。

　
河
川
な
ど
の
表
流
水
や
地
下

　
水
の
ほ
か
、
周
辺
市
町
や
他

の
用
水
供
給
事
業
か
ら
受
水
す
る
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
洗
い
出
し

た
上
で
、
実
現
の
可
能
性
が
高
い
も

足
立
孝
夫
／
黒
田
昌
弘
／
岩
田
紀
正
／
波
多
野
こ
う
め
／
坂
澤
博
光
／
永
冶
明
子
／

横
山
富
士
雄
／
小
島
博
彦
／
杉
山
元
則
／
古
川
明
美

市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の
執
行
状
況
や
政
策
方
針
な
ど
を
、
各
議
員
が

市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の
執
行
状
況
や
政
策
方
針
な
ど
を
、
各
議
員
が

市
に
対
し
て
質
問
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

市
に
対
し
て
質
問
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

一
般
質
問

6
月
定
例
会
で
一
般
質
問
を
し
た
議
員
（
質
問
順
）

の
の
選
定
を
行
っ
て
い
る
。

　
地
下
水
に
つ
い
て
は
、
文
献
資
料

の
調
査
や
、
井
戸
掘
削
な
ど
に
携
わ

る
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を

行
い
、
条
件
の
良
い
場
所
を
抽
出
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。　

　
岐
阜
基
地
西
側
エ
リ
ア
の
土

　
壌
調
査
の
考
え
は
。

　
県
と
市
が
連
携
し
て
事
業
者

　
の
使
用
実
績
調
査
を
実
施
し
、

現
在
、
県
で
そ
の
と
り
ま
と
め
や
地

下
水
の
挙
動
に
関
す
る
情
報
分
析
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
現
時
点
で
は
、
岐
阜

基
地
西
側
エ
リ
ア
の
土
壌
調
査
を
行

う
予
定
は
な
い
が
、
今
後
の
専
門
家

会
議
に
お
い
て
調
査
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
場
合
に
は
、
県
と
協
議
の
上

で
必
要
な
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

早期の完成が待ち望まれる川島大橋

　
川
島
大
橋
の
復
旧
に
つ
い
て
、

　
市
で
把
握
し
て
い
る
進
捗
状

況
は
。

川
島
大
橋
災
害
復
旧
事
業

　
新
し
く
架
か
る
橋
は
、
長
さ

　
約
３
６
０
ｍ
、
ア
ー
チ
の
最

大
高
さ
20
ｍ
で
、
川
の
流
れ
を
考
慮

し
、
橋
脚
を
一
基
建
て
る
「
鋼
２
径

間
連
続
ア
ー
チ
橋
」
と
い
う
構
造
で

あ
り
、
木
曽
川
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
橋
と
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

　
令
和
６
年
10
月
か
ら
上
部
工
を
行

う
た
め
の
仮
設
工
事
が
行
わ
れ
、
令

和
７
年
10
月
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
橋は

し

桁げ
た

の
建
設
が
始
ま
る
と
思
わ
れ
る
。
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一 問質般

　
条
例
の
制
定
に
よ
り
、
市
街

　
化
調
整
区
域
の
う
ち
、
人
口

減
少
が
顕
著
な
稲
羽
東
小
周
辺
地
区

を
区
域
指
定
し
、
住
宅
の
建
築
を
可

能
と
し
た
が
、
そ
の
実
績
は
。　

　
令
和
２
年
４
月
に
施
行
さ
れ
、

　
本
条
例
を
適
用
し
た
許
可
件

数
は
現
在
17
件
で
、
合
計
55
人
の
方

が
移
住
さ
れ
た
。

　
そ
の
う
ち
８
件
、
19
人
が
市
外
の

方
、
ま
た
９
人
が
小
学
生
未
満
で
地

域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
現
状
の
課
題
と
今
後
の
取
り

　
組
み
方
針
は
。

　
現
在
、
建
築
可
能
な
用
途
が

　
自
己
用
の
住
宅
に
限
定
さ
れ

て
お
り
、
民
間
事
業
者
が
取
り
扱
う

建
売
住
宅
な
ど
は
認
め
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
や
、
農
地
は
更
地
分
譲
が
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
ま
と
ま
っ
た
土

地
利
用
を
図
る
こ
と
が
困
難
と
い
っ

た
課
題
が
あ
る
。

　
さ
ら
な
る
土
地
利
用
の
促
進
を
図

る
た
め
、
建
売
住
宅
な
ど
の
建
築
を

可
能
と
す
る
条
例
改
正
の
検
討
や
、

宅
地
分
譲
が
可
能
と
な
る
手
法
の
調

査
、
関
係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
児
童
生
徒
が
端
末
の
セ
キ
ュ

　
リ
テ
ィ
を
解
除
し
た
際
の
対

応
は
。

　
危
険
な
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ

　
ス
制
限
な
ど
は
保
守
業
者
が

リ
モ
ー
ト
で
管
理
し
て
お
り
、
リ
モ

ー
ト
管
理
か
ら
外
れ
た
件
数
は
、
令

和
３
年
度
に
38
件
、
４
年
度
に
31
件
、

５
年
度
に
27
件
確
認
し
た
。

　
確
認
後
、
保
守
業
者
が
早
期
に
把

握
し
、
学
校
と
連
携
し
て
該
当
の
端

末
を
回
収
し
再
設
定
を
行
っ
た
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
が
１
年
間

　
で
１
２
７
人
増
え
た
こ
と
を

ど
う
捉
え
る
か
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
数
の
増
加

　
へ
の
対
策
は
重
要
な
課
題
と

捉
え
て
い
る
。

　
増
加
の
要
因
と
し
て
は
、
自
分
自

身
や
家
庭
環
境
に
不
安
や
悩
み
を
抱

え
る
児
童
生
徒
が
増
え
た
こ
と
、
ま

た
児
童
生
徒
の
居
場
所
が
多
様
化
す

る
傾
向
に
あ
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。

　
そ
の
対
策
と
し
て
令
和
５
年
度
か

ら
毎
月
の
校
長
会
に
て
、
不
登
校
児

童
生
徒
の
人
数
や
傾
向
を
報
告
し
各

学
校
と
の
連
携
を
図
っ
て
お
り
、
令

和
６
年
５
月
に
は
改
め
て
各
学
校
に

お
け
る
児
童
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た

対
策
を
講
じ
る
よ
う
指
導
し
た
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
や
保
護
者

　
に
、
民
間
の
学
び
の
場
に
つ

い
て
情
報
提
供
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
各
学
校
で
は
不
登
校
児
童
生

　
徒
と
そ
の
保
護
者
と
の
懇
談
、

電
話
連
絡
、
家
庭
訪
問
を
実
施
し
、

ニ
ー
ズ
な
ど
の
把
握
に
努
め
た
上
で
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
民
間
施
設
と

の
連
携
に
も
努
め
て
い
る
。

　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
情
報
提

供
の
希
望
が
あ
る
場
合
に
は
、
県
教

育
委
員
会
か
ら
の
情
報
を
提
供
し
て

い
く
。

　
学
校
以
外
の
場
で
学
習
な
ど

　
を
行
う
児
童
生
徒
へ
の
補
助

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

　
本
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン

　
セ
プ
ト
の
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
、
内
容
の
拡
充
を
図
っ

て
お
り
、
令
和
５
年
度
に
は
、
の
べ

３
４
４
５
人
、
令
和
６
年
４
、
５
月

に
は
５
７
７
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
各
小
中
学
校
に
心
の
教
室
相

談
員
の
配
置
や
教
育
相
談
・
学
習
活

動
室
を
設
置
し
、
児
童
生
徒
へ
の
対

応
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
不
登
校
対

策
を
拡
充
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現

時
点
で
は
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
公

的
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

　
相
談
室
や
自
宅
な
ど
で
、
教

　
室
の
授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
共

有
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

　
現
在
、
教
室
の
授
業
を
オ
ン

　
ラ
イ
ン
で
共
有
し
て
い
る
学

校
も
あ
る
た
め
、
今
後
も
相
談
室
や

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
応

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
の
連
携
、
授
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

自宅でタブレットを活用した学習も可能

市
街
化
調
整
区
域
（
前
渡
地
区
）

　
　
　
　
に
お
け
る
開
発
の
成
果

学
校
が
配
付
す
る

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末

自
宅
な
ど
で
共
有
す
る
事
は
可
能
で

あ
る
。
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南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発

　
生
に
よ
り
、
市
内
で
液
状
化

の
危
険
性
が
高
い
エ
リ
ア
は
ど
こ
か
。

　
木
曽
川
周
辺
の
川
島
地
区
や

　
稲
羽
地
区
、
那
加
地
区
を
中

心
と
し
て
広
い
範
囲
で
液
状
化
の
危

険
性
が
高
い
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　
液
状
化
が
予
測
さ
れ
る
地
域

　
で
は
、
上
下
水
道
施
設
の
対

策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
浄
水
池
や
配
水
池
に
つ
い
て
、

　
地
質
調
査
の
結
果
に
よ
る
液

状
化
の
判
定
か
ら
は
、
特
段
の
対
策

は
不
要
と
な
っ
て
い
る
が
、
水
道
管

で
は
、
浮
き
上
が
り
な
ど
に
よ
り
接

続
部
分
が
抜
け
て
し
ま
う
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
た
め
、
抜
け
出
し
防
止
機

能
を
備
え
た
水
道
管
へ
計
画
的
に
更

新
し
て
い
る
。

　
下
水
道
施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成

30
年
度
に
下
水
道
総
合
地
震
対
策
計

画
を
策
定
し
、
重
要
な
幹
線
の
マ
ン

ホ
ー
ル
と
管
路
と
の
接
続
部
の
液
状

化
対
策
を
進
め
て
い
る
。　
　
　
　

  
  

ま
た
、
令
和
７
年
度
か
ら
は
マ
ン

ホ
ー
ル
の
浮
き
上
が
り
防
止
対
策
と

し
て
マ
ン
ホ
ー
ル
の
自
重
を
重
く
す

液
状
化
へ
の
対
策水

道
管
や
マ
ン
ホ
ー
ル
を
計
画
的
に
更
新

「
平
和
の
日
」
事
業

　
平
和
の
日
事
業
の
意
義
を
ど

　
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
本
市
で
は
各
務
原
空
襲
の
あ

　
っ
た
６
月
22
日
を
「
平
和
の

日
」
と
定
め
、
平
成
14
年
度
か
ら
平

和
の
日
パ
ネ
ル
展
を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
も
事
業
を
継
続
し
、
市
民
の

後世に平和の尊さを伝える平和の日パネル展

る
工
法
な
ど
も
講
じ
て
い
く
。

　
幹
線
道
路
や
橋
梁
の
液
状
化

　
対
策
は
。

　
緊
急
輸
送
道
路
な
ど
の
重
要

　
な
幹
線
道
路
を
整
備
す
る
際

は
、
道
路
を
構
成
す
る
擁
壁
や
橋
台
、

橋
脚
な
ど
の
大
型
構
造
物
に
つ
い
て
、

岐
阜
県
道
路
と
橋
梁
の
各
設
計
要
領

に
基
づ
き
液
状
化
対
策
の
必
要
性
を

検
証
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
構
造
物
を
築
造
す

る
箇
所
で
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
、

対
策
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
場
合
に

は
、
支
持
地
盤
ま
で
の
く
い
打
ち
や

現
状
地
盤
の
改
良
、
置
換
な
ど
の
液

状
化
対
策
を
行
う
。

　
中
高
生
も
対
象
と
し
た
防
災

　
士
養
成
講
座
を
無
料
で
行
う

考
え
は
。

　
現
在
、
防
災
知
識
の
習
得
と

　
意
識
啓
発
を
目
的
と
し
た
防

災
出
前
講
座
を
設
け
、
市
職
員
が
学

校
に
出
向
く
な
ど
、
未
来
の
防
災
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
現
時
点
で
は
中
高
生
を
対
象
と
し

た
防
災
士
養
成
講
座
を
無
料
で
行
う

考
え
は
な
い
が
、
引
き
続
き
無
料
で

平
和
に
対
す
る
思
い
を
後
世
に
つ
な

い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。　

　
よ
り
身
近
な
場
所
で
平
和
へ

　
の
意
識
啓
発
を
行
う
考
え
は
。

　
令
和
６
年
度
の
平
和
の
日
パ

　
ネ
ル
展
は
、
市
役
所
低
層
棟

１
階
の
市
民
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
実
施

す
る
た
め
、
通
り
す
が
り
の
方
、
買

い
物
に
来
ら
れ
た
方
な
ど
の
目
に
も

触
れ
や
す
い
場
所
で
の
開
催
と
な
る

こ
と
か
ら
、
多
く
の
来
場
者
を
期
待

し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
令
和
７
年
度
は
戦
後
80
年

を
迎
え
る
節
目
の
年
と
な
る
た
め
、

例
年
の
事
業
に
加
え
、
特
別
企
画
展

や
、
平
和
へ
の
意
識
啓
発
を
目
的
と

す
る
本
庁
舎
ロ
ビ
ー
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
も
検
討
し
て
い
る
。

地域防災の担い手を育成する防災ひとづくり講座

受
講
で
き
る
防
災
ひ
と
づ
く
り
講
座

を
開
催
し
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
な
る
防
災
推
進
員
の
育
成
を
進
め

る
と
と
も
に
、
若
い
世
代
に
も
講
座

を
受
講
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
18
歳

以
上
と
し
て
い
る
対
象
年
齢
の
引
き

下
げ
を
検
討
し
て
い
る
。
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一 問質般

　
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
理

　
解
を
深
め
る
た
め
の
広
報
活

動
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

　
本
市
で
は
、
認
知
症
に
な
っ

　
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

市
民
が
認
知
症
の
方
を
正
し
く
理
解

し
見
守
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
る
。

　
そ
の
た
め
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

や
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

　
本
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
外

　
国
人
市
民
の
国
籍
の
数
と
人

数
は
。

　
令
和
６
年
６
月
１
日
現
在
、

　
外
国
人
市
民
は
46
カ
国
、
３

９
９
４
人
で
あ
り
、
市
民
全
体
に
占

め
る
割
合
は
２
・
８
％
で
あ
る
。

　
外
国
人
市
民
へ
の
ご
み
出
し

　
ル
ー
ル
を
周
知
す
る
責
任
は

ど
こ
に
あ
る
か
。

　
ご
み
出
し
に
関
す
る
ル
ー
ル

　
は
外
国
人
市
民
の
方
も
含
め
、

全
て
の
市
民
に
守
っ
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
る
も
の
で
、
市
に
責
任
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
外
国
語
版
の
ご
み
出
し
ガ
イ

　
ド
ブ
ッ
ク
に
対
応
し
て
い
な

い
言
語
を
使
用
す
る
外
国
人
市
民
へ

の
周
知
方
法
は
。

　
英
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
な
ど

　
６
カ
国
語
に
翻
訳
し
た
ご
み

出
し
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
転

入
時
に
お
渡
し
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
ご
み
出
し
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
対
応
し
て
い
な
い
言
語
を
使
用

す
る
外
国
人
市
民
の
方
に
お
い
て
は
、

生
活
習
慣
の
違
い
か
ら
ご
み
出
し
ル

ー
ル
を
な
か
な
か
理
解
で
き
ず
、
誤

っ
た
ご
み
出
し
を
さ
れ
る
場
合
も
考

え
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
個
人
が
特
定
で
き
る
場
合
は
、
個

別
に
対
応
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
正
し
く
ご
み
出
し
の
ル
ー

ル
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、

生
活
に
密
着
し
た
地
域
の
自
治
会
や

就
労
先
と
連
携
し
、
周
知
し
て
い
く

こ
と
も
効
果
的
で
あ
る
た
め
、
誤
っ

た
ご
み
出
し
が
あ
っ
た
場
合
は
、
環

境
政
策
課
や
エ
リ
ア
担
当
職
員
に
ご

相
談
い
た
だ
き
個
別
に
対
応
し
た
い
。

外
国
人
市
民
へ
の
ご
み
出
し
ル
ー
ル
周
知

自
治
会
や
就
労
先
と
も
連
携
を

ごみステーションで外国人市民にも分かりやすく周知

認
知
症
へ
の
理
解
を

　
　
　
　
深
め
る
取
り
組
み

生
活
保
護
の
夏
季
加
算

　
生
活
保
護
者
へ
の
夏
季
加
算

　
を
復
活
す
べ
き
と
考
え
る
が

市
の
見
解
は
。

　
生
活
保
護
法
に
お
け
る
加
算

　
制
度
は
、
国
が
設
定
す
る
も

の
で
あ
る
た
め
、
市
単
独
で
の
夏
季

加
算
の
支
給
は
考
え
て
い
な
い
が
、

夏
の
高
温
傾
向
と
光
熱
費
の
高
騰
か

ら
、
多
く
の
自
治
体
が
夏
季
加
算
の

創
設
を
要
望
し
て
い
る
。

　
本
市
も
、
令
和
３
年
４
月
に
国
へ

要
望
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、
今
後
も
継

続
し
て
国
に
要
望
し
て
い
く
。

車いすバスケなどメニューが豊富な福祉体験学習事業

開
催
の
ほ
か
、
認
知
症
カ
フ
ェ
事
業

の
支
援
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
広
報
活
動

な
ど
、
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知

識
を
広
く
周
知
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

　
認
知
症
の
方
へ
の
理
解
を
深

　
め
る
体
験
型
教
育
の
考
え
は
。

　
認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深

　
め
る
た
め
に
は
、
広
報
活
動

に
加
え
、
能
動
的
な
体
験
も
有
効
な

取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
は
中
学
生
を
対
象
と

し
た
福
祉
体
験
学
習
事
業
の
中
で
、

認
知
症
の
方
の
世
界
が
体
験
で
き
る

Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
使
っ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
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こんな街が
いいな！

市議会の詳しい情
報はウェブサイト
からご覧ください。

　私は進学・就職を機に各務原市へ移り住み、家庭を築
き 40 年ほど経ちました。
　当時は地元の商店街もにぎわっており、活気がありま
したが、現在はずいぶんとお店が減って寂しく感じます。
　息子の初めてのお使いは地元のショッピングセンター
で、ドキドキしましたが無事にお買い物を済ませて帰っ
たことを家族みんなで喜んだのはとても良い思い出です。
　現在、その息子は飲食店を営んで地元地域の活性化に
貢献し、お店に来るお客さんと楽しく会話をしています。
　地域の景色は変わっても、素敵な思い出がたくさん生
まれ、語り合える街になると良いです。

　この街が“地元”になってから 30 年近くが経ちました。
　初めは特に思い入れがない街でしたが、大学生の頃に
レポートを書くために調べました。
　当時は合併前だったので読んだのは川島町史でした
が、レポートを書き終わる頃にはすっかり詳しくなりま
した。
　合併後にはネットの普及も手伝って、各務原市に関す
ることをいろいろと調べるようになりました。
　その頃にはもう各務原市が好きだったのでしょう。
　1 人でも多くの人が各務原市のいろいろなことを知っ
て、好きと思える街になってくれたらと思います。

　各務原市は地域の祭事など、古くからの文化が根付い
ている街です。
　私はこのことが誇りであり、同時に先行きに不安を覚
えています。
　人の考え方や生活様式が変わり、担い手不足から素晴
らしい文化が失われつつあると感じており、今こそがそ
れを伝承していける最後のチャンスだと考えます。
　どのようにしてそれを可能にしていくのか、考えるこ
とは多くあります。
　しかしながら、地域の宝が消える前に、しっかりと文
化を伝承し、強固に結ばれた地域の絆により、笑顔と活
気にあふれた街になるよう願っています。

文化を継承し
　活気あふれる街 

宇
う の

野 貴
た か あ き

昭さん（須衛町）

「各務原市が好き！」
　　　となれる街に
長

は せ べ

谷部 裕
ゆ う い ち

一さん（川島松倉町）

市 民 の 声

9月定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

8/26
議会運営委員会

27 28 29
本会議（開会）

30 31

9/1 2
質問通告日

3
質疑通告日

4 5 6 7

8 9 10 11
本会議
質疑・一般質問

12
本会議
一般質問

13
（質問予備日）

14

15 16
敬老の日

17
（質問予備日）

18
民生常任委員会

19
経済教育
常任委員会

20
建設水道
常任委員会

21

22 23
振替休日

24
総務常任委員会

25
（委員会予備日）

26
（委員会予備日）

27
本会議（閉会）

28

※日程は変更となる可能性があります。

思い出をたくさん
　　語り合える街
今
い ま お

尾 逸
い つ こ

子さん（那加楽天地町）

傍聴される方へのお知らせ

　９月定例会からは、傍聴しやす
い環境整備の一環として、本会議
や委員会の傍聴時間が 3 時間を超
えた方へ、超過分の利用料金の駐
車サービス券を配布します。
　事前の申込は不要です。
　詳細は、傍聴日当日、傍聴受付
へお尋ねください。

（市役所駐車場、産業文化センター
駐車場、総合福祉会館駐車場に限
ります）
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